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研究成果の概要： 

プロラクチン放出ペプチド（PrRP）は哺乳類の摂食行動を抑制する脳内神経ペプチドであ
る。本研究では、PrRP がニワトリヒナの摂食行動を促進することを見出し、PrRP の作用が
哺乳類とは異なることを明らかにした。さらにその作用機序を調べたところ、PrRP はニワ
トリヒナの他の脳内摂食促進神経ペプチドとは明らかに異なる機構で摂食行動を促進する
ことを見出し、PrRP によるヒナ独自の脳内摂食促進機構の存在を明らかにした。 
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１．研究開始当初の背景 
ニワトリの成長は幼雛期の摂食量の影響を
受けることから、ニワトリヒナの摂食行動の
研究が進められている。近年、哺乳類の脳に
作用して摂食行動を調節する摂食調節神経
ペプチドの研究が盛んである。ヒナでも同様
の研究が進められているが、それらの研究の
結果、ヒナにおける脳内摂食調節神経ペプチ
ドの作用は哺乳類とは明らかに異なること
が明らかにされつつある。その違いは摂食促
進神経ペプチドにおいて顕著であることか
ら、ヒナには独自の脳内摂食促進機構が存在

していると考えられている。ヒナの摂食調節
機構を解明し、家禽生産に応用するためには
ヒナ独自の脳内摂食促進機構の解明が必要
である。研究代表者は予備実験で哺乳類の脳
内摂食抑制神経ペプチドであるプロラクチ
ン放出ペプチド（PrRP）がヒナの摂食を促進
したことから、PrRP がヒナ独自の摂食促進機
構に関わっていると考えた。 
２．研究の目的 
本研究ではヒナにおける PrRP の摂食促進作
用について調べることを目的とした。ヒナの
PrRPは PrRP31と PrRP32の二種類が存在して
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いるため、両方の PrRP を対象として以下の
項目について調べた。 
(1) PrRP が摂食行動に与える影響 
(2) PrRP がエネルギー代謝に与える影響 
(3) PrRP の摂食促進作用機序の解明 
 
３．研究の方法 
(1) 卵用種オスヒナおよびブロイラーオス
ヒナに PrRP31 または PrRP32 を脳室投与しそ
の後の摂食量について調べた。また、それぞ
れの PrRP を腹腔内投与してその後の摂食量
を調べ、PrRP の末梢組織での作用についても
調べた。 
(2) 呼吸試験装置を用いて、PrRP の脳室投与
がヒナのエネルギー代謝にどのような影響
を与えるかを調べた。また、PrRP の脳室投与
による血糖値、血中中性脂肪濃度、血中遊離
脂肪酸濃度の変化を調べるとともに、血中プ
ロラクチンおよび成長ホルモン濃度の変化
も調べた。さらに、それぞれの PrRP を腹腔
内投与した場合の血糖値、血中中性脂肪濃度、
血中遊離脂肪酸濃度、血中プロラクチン濃度
および成長ホルモン濃度の変化を調べた。 
(3) PrRPと他の脳内摂食促進神経ペプチドと
の関係を調べるため、他の神経ペプチドおよ
びアミン系神経伝達物質の受容体アンタゴ
ニストが PrRP の摂食促進作用にどのような
影響を与えるかを調べた。ここでは、PrRP と
一酸化窒素またはオピオイド神経系との関
係を調べた。さらに、新しいヒナの脳内摂食
促進神経ペプチドを探索した。 
 
４．研究成果 
(1) いずれのヒナにおいても、PrRP31、
PrRP32 ともに摂食行動を促進したことから
（図 1）、PrRP はニワトリの脳内摂食促進神
経ペプチドであることが明らかになった。こ
れは哺乳類ではまったく発見されていない
ヒナ独自の作用である。 
一方、PrRP を腹腔内投与した場合では、摂食
量に変化は見られなかった。以上のことから、
PrRP は末梢組織ではなく、脳に作用して摂食
量を増加させていることが明らかとなった。 
(2) いずれの PrRP を投与しても、ヒナのエ
ネルギー消費が低下した。さらに、呼吸商が
低下したことから、エネルギー源が糖質から
脂質に転換したことが予想された。実際に、
いずれの PrRP でも血中遊離脂肪酸濃度の増
加が確認された。また、PrRP の脳室投与によ
り血中プロラクチンおよび成長ホルモン成
長ホルモン濃度が低下した（図 2）。これらの
結果から、脳内 PrRP はヒナのエネルギー代
謝に関わっていることを明らかにした。PrRP
を腹腔内投与した場合ではいずれの項目に
も変化が見られなかった。 
(3) 新しい脳内摂食促進神経ペプチドを探
索したところ、ガラニンとソマトスタチンが 

 
ヒナの摂食を促進することを見出した。ヒナ
の脳内摂食促進因子とされていた一酸化窒
素が逆にヒナの摂食を抑制することを見出
した。受容体アンタゴニストを使った実験で
は、ニューロペプチド Y、β-エンドルフィン、
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ガラニン、性腺刺激ホルモン放出抑制ホルモ
ン、ソマトスタチンの作用がオピオイドμ受
容体およびアドレナリンα2受容体を介して
ヒナの摂食行動を介していることを明らか
にできた。一方で、PrRP の摂食促進作用には
これらの受容体とはまったく関係がないこ
とを見出した（図 3）。 
 

したがって、PrRP の作用機序が他の神経ペプ
チドとは異なることを明らかにした。 
以上の結果から、PrRP がヒナ独自の脳内摂食
促進神経ペプチドであること、そしてその作
用機序の他の摂食促進神経ペプチドとは異
なることを見出した。ここで使用した他の神
経ペプチドは哺乳類の摂食を促進するもの
が大部分であることから、PrRP の摂食促進作
用機序こそがヒナ独自の摂食促進機構に関
わっている可能性が高いと考えられる。 
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